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第 1 葦は序論であって, 目標年皮における計画道路網を策定するまでの手順および最終の道路網にいた
る中間の道路網の最適決定の概要について述べている｡
第2章は道路網を計画し, 着工優先順位を決めるための従来の手法について述べ‥点数制による道路の
重要度の指数化法, 交通混雑度による方法, 区間速度による方法, 費用便益比による方法等についての共
通の欠点, すなわち道路網としての全体的効率の概念の欠如を指摘し, 道路網の構成要素である各道路区
間の着工優先度の評価は道路網全体の効率の尺度を設定 してなされるべきであると述べている｡
第3章においては名古屋市を中心とする半径 50Km 圏内を研究対象地域としてとりあげ, 現在の道路
網における問題点を道路交通の面から考察 し, 沿線地域の急速な発達とモ- クリゼイションに伴なう道路
の混雑度が急上昇していることを指摘し, 交通需要と均衡 した道路網計画の必要性を述べている｡
第4章では将来交通量の推計に必要な土地利用計画について考察している｡ すなわち, 道路交通の発生





第 5 章は昭和36年の起終点調査をもとにしてゾーン別の発生交通量を求め, これに地域の結びつきを考
慮してゾーン問交通量の推計モデル式を提案し, 昭和45年度および昭和55年度のOD表を完成するまでの
手順および交通量を道路網に流す交通配分方法について述べたものである｡ 交通需要の予測方 法 と して
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は, 土地利用計画にもとづく交通発生原単位法を採用し, この発生モデル式から求められたゾーン別将来














行時間の変動量を, その路線相互の関係 (競合, 補完, 独立の3種類) によって統計的な推計式を用いて






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨






を開発するために, 中京地域を対象として道路禍計画を立て, 交通量配分結果を統計的に処理して, ネッ
トを構成している道路相互の関係を, 競合関係, 補完関係および独立している場合の3種類の型に分け,
ある道路を建設したときの他の路線への影響 (本文ではその路線の走行台時の増減) 香, その路線の属し
ている型に従って算出する- 次式モデルを提案している. このようにして, 道路網がある順序で建設され
ていく場合の総走行台時の短縮量を線型重合によって概算することができ, 実用上差支えのない着工優先













く方法をとり, 実用上採用して差支えない程度の安定した交通配分結果をえている｡ さらに, 交通配分の
労力を軽減するために, 競合路線についてはそれぞれの交通畠 ･走行時間曲線の合成という新しい方法を
提案しており, これによって競合路線を 1本の路線として取り扱って差支えないことを明らか に して い
る｡
以上を要するに, 本諦文は道路網の効率を総走行台時でとらえ, 道路網を構成している各路線の着工順
位を求める新しい手法を提案したもので, 学術上, 実際上寄与するところが少なくない｡ よって本論文は
工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-675-
